
- 1 -

No．248(平成６年３月)

分類コード 08－13農業の新しい技術
熊本県農政部

乳用牛のトウモロコシサイレージ多給技術
農業研究センター 畜産研究所 大家畜部

研 究 の ね ら い

乳用牛へのトウモロコシサイレージの多給は、乳脂率の低下や第四胃変位、起立不能、ケトー

ジスなどの疾病の原因になるとして、酪農家では給与の制限（ 以下の給与）がなされている。15kg

しかし、トウモロコシは、牧草に比べて極めて多収で、サイレージを作りやすく、飼料価値・嗜好

性も高く、生産コストも低いことなど優れた点が多い。

そこでトウモロコシサイレージの多給試験を行い、低コスト牛乳生産技術の確率を図る。

研 究 の 成 果

１ 研究の内容

① トウモロコシサイレージの採食量は現物で４１３ 、乾物で１０６ 、乾物体重比で１６％. kg . kg .

であった。

② 配合飼料を含めた全飼料の乾物摂取量は、多給区２０９ 、対照区２１５ と変わらなか. kg . kg

った。

③ １日当たりＦＣＭ乳量（乳成分補正乳量）は多給区２５１ 、対照区２４７ と変わらなかっ. kg . kg

た。

④ トウモロコシサイレージの多給は、採食、乳量、乳成分には問題は見られなかったが、疾病

についてはこれまで指摘された現象は起こらなかった。
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表１ 飼料摂取量

多給区 対照区

トウモロコシサイレージ

現物摂取量（kg） ４１.３ １５.２
乾物摂取量（kg） １０.６ ３.９
乾物／体重（％） １.６３ ０.６１

全飼料
乾物摂取量（kg） ２０.９ ２１.５
ＴＤＮ （kg） １４.３ １５.４

澱粉／乾物（％） １７.８ １７.０
乾物／体重（％） ３.２２ ３.３８

表２ 乳量・牛乳の生産効率及び胃液のＰＨ

多給区 対照区

乳量 （kg／日） ２６.６ ２７.５
ＦＣＭ乳量(kg／日） ２５.１ ２４.７

乳脂率 （％） ３.６３ ３.３３
蛋白質率 （％） ２.７６ ２.８０
無脂固形分 （％） ８.４０ ８.３９
粗効率 １.７６ １.６０
胃液 ＰＨ ７.２９ ７.３３
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